


■前回ＷＧで課題とされた事項への対応

個別自治体への直接の働きかけを進め、公共工事の施工時期の平準化を図る。

１．平準化の取組の未実施団体（４３団体のうち残り７団体）等への働きかけ

２．平準化率の低い団体への働きかけ
• ７月末以降、順次、都道府県公契連等において、直接の働きかけを継続。
（推奨すべき取組、得られた生の声等）
 定期的に、部局を跨いだ発注を建設部でとりまとめて状況把握・共有を図る
 財務部局や国の交付金部局との調整に要する時間が減っている など

• ７月以降、「さしすせそ」の取組が未実施の７団体等を個別訪問。担当幹部に
直接要請。概ね改善の意向を表明。

（未実施団体の反応）
 積算の前倒しには事業実施上もニーズがあり、前向きに取り組みたい。
 発注見通しの公表のほか、速やかな繰越や積算前倒しに取り組む。
 積算の前倒しに取り組むほか、速やかな繰越等に向けて庁内連絡会を立ち上げたい。
 財務部局より庁内各部署に通知。来年度予算ではゼロ債の活用を想定。
 発注担当部局との調整を進めている。積算前倒しなど、できることから順次取り組む。

など
※すでに改善を表明した市に対しても、TV会議等を通じ、フォローアップを実施済み。

1










